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　2020年 11月 5～8日の会期で神戸で開催され
た第62回日本消化器病学会大会に参加した．例
年どおり日本消化器関連学会週間（JDDW）の一
環として開催されたが，新型コロナウイルス感
染症の影響で JDDWでは初めてのハイブリッ
ド開催の学術集会となった．
　例年であれば約 2万人の参加者が，ポートピ
アホテル，神戸国際展示場，神戸国際会議場を
訪れる．しかし，今回はリアルの参加者は約
2,000人と例年の約 10％，残り 90％がWeb参加
であり，会場はどこも人影はまばらであった．
各会場は，ソーシャルディスタンスに配慮した
定員数と座席配置であり，アクリル板が設置さ
れるなど感染予防対策が徹底していた．安心と
安全が随所に提供されており，主催者側の入念
な準備のほどが伝わってきた．
　各会場では，座長や演者もリアルの出席では
なく，Webを介した登壇も目立った．しかし，
発表内容や質疑応答は，どこも通常の大会時と
同様に活況を呈していた．
　Withコロナの真っただ中ということで，
もっとも影響を受けたのが海外演者の招聘であ
る．全員がWebを介した出演になったが，発
表，ディスカッションともに楽しむことができ
た．とくに，今年から各学会が Strategic Inter-
national Sessionを新たに設けており，日本消化
器病学会（JSGE）では，米国消化器病学会

（AGA）とMicrobiotaをテーマに合同シンポジ
ウムが開催された．JDDW Strategic Interna-
tional Sessionは，各学会がそれぞれ国際的な展
開を加速させるために設けられた新しいプログ

ラムである．JSGEでは来年は欧州消化器病学
会（UEG）と，同様の合同シンポジウムを開催す
る予定である．
　残念だったのは，海外演者などを交えての，
評議員合同懇親会をはじめとした親睦の催しが
軒並み中止となったことである．私は，とくに
例年神戸動物王国で行われる合同評議員懇話会
を楽しみにしている．JDDW参加 5学会の多く
の先生方や海外招聘の演者の先生方と，立食で
楽しむ 500人を超える大パーティーは，学術的
な意見の交換や親睦を深める貴重な機会であ
る．Webを介した発表と質疑応答は便利ではあ
るが，人と人とがリアルに交流する学術集会な
らではの face︱to︱faceの機会が失われたことは
残念に思った．
　Afterコロナを見据えて，学術集会の在り方
も徐々に変わっていくかもしれない．Web開催
の良いところは，まずは参加が容易であるとい
うことである．これは遠方である，日々の業務
を休むことができない，あるいは学術集会が重
複しているなどの理由で参加できない先生方に
は便利であろう．また，今回のようにコンテン
ツを会期終了後にオンデマンドで視聴できるこ
とは，理解を深めることに役立つであろう．デ
ジタル時代であるから，今後もWeb化したほ
うが良いところは，ぜひ推進し合理化していけ
ばよいように思う．一方，人と人がリアルに交
流する学術集会の場は，いつの時代でもきわめ
て重要である．今後，学術集会の在り方につい
ては，今回の経験を生かして多面的に議論して
いくことになるであろう．
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